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HPにて参加申込み受付          
http://committees.jsce.or.jp/avc/ 

土木学会土木図書館 土木技術映像委員会担当 坂本真至 

イブニングシアターは，ＣＰＤプログラムです。 
会員証でＣＰＤポイントの自動登録が可能ですのでご参加の際にご持参ください。 

第61回 EVENING THEATER 

2011 年 7 月 6 日（水） 17:30 開場 18:00 開演 参加無料 
 土木学会 講堂 （ＪＲ中央線・地下鉄丸の内線・南北線「四ツ谷」駅下車徒歩5分） 

公益社団法人土木学会 土木技術映像委員会 主催 

「忘れない、東海豪雨」 
「余部橋りょう さらなる100年へ」 

第24回映画コンクール受賞作品 

「アフガンに命の水を」 
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成
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年
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上映作品 

企画：清水建設 制作：（株）キャメル 2010年 20分 

 企画：（社）中部建設協会 制作：（株）日映映像 2010年 16分  

「忘れない、東海豪雨」 

土木学会選定映像 土木学会第24回映画コンクール受賞作品 

 当作品は，2000年9月11日から12日にかけて東海地方を襲った集中豪雨に
よる大規模都市型水害の被害状況および災害復旧を記録したものです。猛烈
な集中豪雨が名古屋市およびその周辺の都市を直撃し，複数個所での堤防決
壊，市内全域に及ぶ深刻な浸水被害など一時は都市機能が完全に麻痺する事
態に至りましたが，この作品は，刻一刻と拡大する被害状況を克明に伝える
と共に，その後の被災の実態，応急対策，復旧対策などの進捗状況を映し出
しています。 
 以後に続く都市型水害のさきがけとなり，この災害を契機に法整備や対策
事業の見直しが進められたという面でも注目すべきものですが，防災対策へ
の教訓や災害への備えの重要さを伝えて，特に都市地域住民の方々の防災教
育などの機会での活用が期待される作品です。 

 余部（あまるべ）鉄橋は，1912年に完成したＪＲ山陰本線に架かる我が
国最大級のトレッスル式橋脚を有する鉄橋で，土木学会の「近代土木遺産」
のＡランクに指定されています。しかし，築後100年経過したことによる耐
久性の低下，1986年の列車転落事故で強化された風速規制による定時運行
阻害等からコンクリート橋への架替が決定されました。 
 本映像は，2007年3月着工後，過酷な自然環境のもと，営業線を運行しな
がら新橋を構築し，2010年8月12日に新たに生まれ変わるまでの工事の記
録です。  
 特に難工事の地上40m，長さ90ｍ，重さ3800tの橋桁を既設鉄橋撤去から
移動，回転，中央閉合，レール接合し完成に至るまでの工事記録映像が，設
計者，現場所長のインタビューを交えて列車の風景とともに楽しめるなど，
理解を深めるための工夫が随所に見られ，技術的価値の高い作品であると同
時に一般の方々にも親しみやすい作品です。  

「余部橋りょう さらなる100年へ」 

企画：ペシャワール会 監督：平山穂波  
制作：（株）日本電波ニュース社  2009年 56分 

「アフガンに命の水を」 

 当作品は，アフガンで長期にわたり医療活動を続けてきた医師・中村哲氏
が，アフガン大干ばつや，戦乱による多数の死者に直面し，医療による人命
の救助のまえに，水の安定供給こそが食糧・健康・環境・生活共同体への根
本的な解決への道と思い定め，独力で用水路建設に踏み切り，完成に至るま
での姿を描いたものです。現地の石組みなどの在来技術を極力活かし，持続
的なメンテナンスを地域の人々がまかなえるように配慮し，多くの困難や失
敗にもめげず地域の人々とともに何度も立ち向かっていく姿勢が浮き彫りに
されています。 
 ラストシーンで現地の人々と喜びを分かち合う瞬間が映し出される映像は，
命を守り生活を支える土木技術者の魂を伝えるものであり，大地の医師と呼
ぶにふさわしい内容です。 
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